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有機分子は軽くて柔らかい性質をもち、塗布製膜
や印刷プロセスを適用できることから、有機EL、有
機太陽電池に代表される有機エレクトロニクスが次
世代デバイスとして注目されている。これらの素子
駆動の根幹を担う有機半導体材料は、分子構造を拡
張した芳香族分子で構成される。光吸収特性、キャ
リア輸送特性等を調節するためには、精密な分子構
造修飾が不可欠であり、電子不足型の芳香族分子の
導入が重要な位置づけとなる。この点から、我々は、
電子求引性部位を縮環・架橋構造にした分子、電子
求引性のフッ素原子を直接導入した分子を独自の電
子受容性ユニットとして系統的に開発してきた。こ
れらのユニットを導入した有機半導体材料は高性能
化に有効であることが明らかとなっており、現在、
さらなる高性能化・新機能開拓に向けた分子開発を
継続している。

特徴・独自性

有機分子の特徴は、分子構造修飾によって精密に
物性を調節できることである。例えば、我々が開発
した電子受容性ユニットを巧みに活用することで、
光吸収波長の選択性を付与した有機太陽電池が可能
であり、シリコン太陽電池と一線を画した使い方で
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社会実装ができると期待している。機能性有
機分子の用途が劇的に増加している現状にお
いて、我々が開発した新規分子群が有機エレ
クトロニクスに留まらず、多種多様な分野の
新規材料として用途展開ができると確信して
いる。
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